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一一おもな改正点一一

一
年
に
つ
き
十
万
円

・
同
二
十
年
を
超
え
三
十
年
ま
で

一
年
に
つ
き
二
十
万
円

.
同
三
十
年
を
超
え
る
も
の

一
年
に
つ
き
三
十
万
円

改
正
前
は
勤
続
一
年
に
つ
き
五
万
円

(
最
低
二
十
万
円
)
で
し
た
。

マ
障
害
退
職
の
場
合

一
般
退
職
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
五

十
万
円
を
加
算
し
た
額
を
控
除
す
る

(
最
低
七
十
万
円
)

色

退

職

所

得

永
年
勤
務
し
て
退
職
し
た
人
の
税
負

一
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
、
所
得
税
法
が

行
一
改
正
さ
れ
、
こ
と
し
の
1
月
1
日
に
さ

発

-
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

一
一
議
長
に
宮
崎
氏
、
副
議
長
に
関
口
氏

何

一

臨

時

市

議

会

で

き

ま

る

一
日
一
臨
時
市
議
会
は
、

5
月
却
日
招
集

さ

吉

、
南
保
金
作
、
細
川
繁
次
郎
、
後

し
羽
一
れ
、
ま
ず
正
副
議
長
の
選
挙
が
行
な
わ
藤
広
作

し
む
一
れ
、
議
長
に
宮
崎
直
三
氏
、
副
議
長
に
マ
建
設
委
員
会

H
O大
島
信
夫

O
加

日
一
関
口
昌
次
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
藤
成
司
、
朝
野
治
作
、
佐
伯
新
作
、

一
た
監
査
委
員
な
ど
は
次
の
よ
う
に
決
ま
関
口
昌
次
、
長
谷
川
作
次
郎
、
藤
井

計

一

り

ま

し

た

。

秀

信

。
一
監
査
委
員

ハ
議
会
選
出
〉

H
野
崎
栄
吉
マ
産
業
経
済
委
員
会

H
O中
尾
政
一

、

お
一
常
任
委
員
会
委
員

(
。
は
委
員
長

O

O

伊
東
直
二
、
大
久
保
松
治
、

長
田

第

一

は

副

委

員

長

)

日

晴

、

野

崎

栄

吉

、

本

田

正

信

、

吉

(
，
一
〉
総
務
委
員
会

H
O森
野
富
治

O
河

井

正

男

崎
浅
之
助
、
石
川
庄
之
助
、
稲
垣
文
マ
文
教
厚
生
委
員
会

H
@宮
内
孝
成
、

魚津市友道

中部印刷株式会社

生

亡

姻

出

死

婚

十

人

人

組

二
日
Q
d
F
b
A斗

7
E
n
L
A『

人口のうごき

T
a
、
円
乙

1
1

4
a
3
4斗

t
l

悶ヲ

7

1

E
J

R
『
J

円

3

1

l

(
改
正
前
は
、
勤
続
年
数
に
五
万
円

を
乗
じ
た
も
の
に
五
十
万
円
を
加
え

た
額
)

な
お
、
こ
と
し
の
1
月
か
ら
5
月
ま

で
に
支
払
わ
れ
た
退
職
手
当
な
ど
に
か

か
る
、
市
県
民
税
の
納
め
過
ぎ
や
誤
納

は
、
直
接
本
人
に
還
付
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

法
人
の
市
民
税

法
人
市
民
税
の
均
等
割
の
税
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
、

6
月
1
日
を
含
む
事
業

年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

・
資
本
の
金
額
ま
た
は
、
出
資
金
額
が

一
千
万
円
を
超
え
る
法
人
〈
公
共
法

人
、
公
益
法
人
な
ど
で
均
等
割
の
み

を
課
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
)
は
年

額
四
千
円

・
前
号
に
掲
げ
る
法
人
以
外
の
法
人
は

年
額
二
千
四
百
円

(
改
正
前
は
一
率
に
千
二
百
円
)

た
ば
こ
消
費
税

地
方
税
制
の
改
正
に
よ
る
住
民
税
の

減
収
補
て
ん
の
た
め
、
昨
年
、
臨
時
地

方
特
例
交
付
金
が
、
国
か
ら
交
付
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
市
た
ば

乙
消
費
税
に
ふ
り
か
え
る
ζ

と
に
な
り

税
率
が
百
分
の
十
八

・
一
(
改
正
前
百

分
の
十
五
)
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
o

A
市
県
民
税
の
納
期
限

V

第
一
期
分
ザ

6
月
初
日
、
第
二
期
分

H
8
月
引
目
、
第
三
朝
分
H
叩
月
別

日
、
第
四
期
分
H
1
月
引
日
で
す
。

ま
た
、
特
別
徴
収
(
会
社
で
給
料
か

ら
差
し
引
く
〉
さ
れ
る
人
は
、

6
月
か

ら
来
年
3
月
ま
で
、
十
回
に
わ
け
で
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

O
小
坂
作
次
郎
、
奥
村
順
平
、
加
野

松
雄
、
宮
崎
直
三
、
宮
島
竹
二
、
若

島
正
敬

ひ
き
つ
づ
き
市
営
霊
園
条
例
の
改
正

な
ど
四
議
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

八
市
首
霊
園
条
例
の
一
部
改
正

V

宮
津
霊
園
の
整
備
拡
充
に
は
、
諸
物

価
や
地
価
の
高
騰
に
よ
り
多
額
の
費

用
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
使
用
料
を

国
県
市
の
計
画
に
も
と
ず
く
移
転
の

と
き
-
平
方
M
二
千
五
百
円
〈
改
正

前
千
五
百
円
)
に
、
新
た
に
使
用
す

る
と
き
一
平
肘
四
千
円
(
同
二
千
三

百
円
)
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

運

転

資

金

は

三
十
万
円
ま
で

小
口
事
難
資
金
を
ど
う
ぞ

市
で
は
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
、

小
口
事
業
資
金
の
あ
っ
旋
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
希
望
者
は
、
商
工
水
産
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
貸
付
け
条
件

・
原
則
と
し
て
常
時
使
用
す
る
従
業
員

が
二
十
人
以
下
の
事
業
者

(商
業

・

サ
ー
ビ
ス
業
は
五
人
以
下
)

一
年
以
上
継
続
し
て
同
じ
事
業
を
し

税
の
完
納
者

マ
貸
付
金
額
と
期
間

・
運
転
資
金
H

一
事
業
者
三
十
万
円
ま

で
、
期
間
は
一
年
以
内

・
設
備
資
金
H

一
事
業
者
五
十
万
円
ま

で
、
期
間
は
二
年
以
内

マ
担
保
お
よ
び
保
証
人
H
担
保
は
い
り

ま
せ
ん
が
、
連
帯
保
証
人
二
名
必
要

で
す
。

マ
利
率
は
日
歩
二
銭
二
厘
以
内
、
保
証

料
は
日
歩
二
厘
五
毛
で
す
。

農
業
の
近
代
化
を
は
か
る
た
め
に
、

六
郎
丸
、
袋
地
内
で
農
業
構
造
改
善
事

業
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
い
ま
ほ

場
整
備
さ
れ
た
水
間
に
は
田
植
え
も
終

わ
り
、
苗
が
す
く
す
く
成
長
し
て
い
ま

す。
昭
和
刊
年
度
か
ら
始
ら
み
れ
た
乙
の

地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
は
、
県
道
と
片

貝
川
の
間
三
十
一
・
四
か
の
一
部
が
繰

り
上
げ
実
施
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
当
初

計
画
よ
り
一
年
早
く
、
昭
和
引
年
度
で

完
了
し
ま
し
た
。

総
面
積
四
十
六
・
四
訟
の
回
を
整
備

す
る
た
め
に
、
総
額
五
千
九
百
六
十
八

万
円
の
費
用
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

乙
の
一
帯
に
は
、
一
枚
三
十
ア
ー
ル
'
の

水
田
が
整
然
と
並
び
、
農
業
構
造
改
善

の
モ
デ
W
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

乙
の
事
業
に
と
り
か
か
る
前
に
は
、

二
千
三
百
五
十
五
枚
も
の
大
小
さ
ま
ざ

ま
の
水
田
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

農
地
被
買
収
者
に
対
す

る
給
付
金
は
さ
き
に
国
債

で
支
払
わ
れ
ま
し
た
が
、

乙
の
国
債
を
担
保
に
事
業

資
金
と
し
て
十
万
円
ま
で

お
金
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

事
業
資
金
を
必
要
と
さ

れ
る
人
は
、
お
手
も
と
の

国
債
と
、
国
債
を
受
け
た

と
き
に
使
っ
た
印
鑑
を
お

持
ち
の
う
え
、
農
業
委
員

会

(
農
業
セ
ン
タ
ー
内
)

へ
お
い
で
に
な
り
、
借
入
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

乙
の
お
金
は
、
国
民
金
融
公
庫
支
活

か
ら
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
貸
付
利
率
は
年
六
分
で
す
。

農地報償金の国債を

担保に資金の貸付け

八
生
活
困
窮
者
は
特
別
買
い
上
げ

V

ま
た
、
こ
の
担
保
貸
付
け
の
ほ
か
に

①
生
活
保
護
法
第
十
一
条
に
規
定
す
る

保
護
を
受
け
て
い
る
も
の

①
現
在
保

護
を
受
け
て
い
な
い
が
、
い
ち
じ
る
し

く
生
活
が
困
っ
て
い
る
も
の
で
、
社
会

集
団
栽
培
へ

加
積
地
区
の
農
業
構
造

改
善
事
業
終
わ
る

百
七
十
二
枚
の
田
に
整
理
さ
れ
、
土
地

所
有
形
態
も
一
戸
平
均
三
団
地
と
、
理

想
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
幹
線
六
・
五
M
、
支
線
四
・

五
M
の
広
い
農
道
が
完
備
さ
れ
、
農
作

業
の
能
率
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
し

て
い
ま
す
。

所
要
労
力
が
半
減

乙
の
地
区
に
は
、
大
型
機
械
の
利
用

組
合
が
設
立
さ
れ
、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

や
カ
ー
ペ
ッ
ト
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
導
入

県
か
ら
貸
与
さ
れ
た
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

を
加
え
て
、
本
格
的
な
集
団
栽
培
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

乙
と
で
、
昭
和
刊
年
度
に
、
ほ
場
整

備
を
実
施
し
た
乙
の
地
区
の
十
ア
ー
ル

あ
た
り
の
所
要
労
力
を
、
実
施
前
と
く

ら
べ
て
み
ま
す
と
、
二
十
名
か
ら
十
名

に
半
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
昭
和
位
年
度
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
共
同
乾
燥
施
設
の
設
置
、
コ
ン

バ
イ
ン
の
導
入
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
労

力
は
大
幅
に
節
減
さ
れ
、
労
働
生
産
性

が
飛
躍
的
に
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し

ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
生
ず
る
余
剰

労
力
は
、
り
ん
ど
の
増
産
と
、
農
業
外

収
入
の
増
大
に
つ
な
が
り
、
農
家
の
所

得
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
日
ほ
場
整
備
さ
れ
た
水
田
で
の

田
植
え

福
祉
事
務
所
長
が
、
保
護
を
要
す
る
状
灘
醗
間

態
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
も
期
説
福

の
に
対
し
て
は
、
国
債
の
特
別
買
い
上
隣
国
劇

げ
償
還
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。
該
当
す
卿
暗
闇

る
と
思
わ
れ
る
人
は
お
申
し
出
く
だ
さ
憎
噌
園
生
後
六
か
月
以
上
の
市
民
を

い

。

勝

監

幽

対

象

に

、

日

本

脳

炎

予

防

接

種

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

鰹
隠
蜘
を
行
な
い
ま
す
。
と
く
に
乳
幼

住
宅
金
融
公
庫
際
協
児
や
老
人
が
か
か
り
ゃ
す
い
の

住
宅
改
良
資
金
で
は
、
自
分
で
住
贈
闘
で
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
o

の
申
し
込
み
む
た
め
の
持
ち
家
匂
自
初
め
て
受
け
る
人
は
二
回
、
毎

を
増
改
築
、
修
繕
な
ど
を
す
る
人
に
山
年
受
け
て
い
る
人
は
一
回
接
種
す
る

住
宅
改
良
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
川
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
o

川
料
金
は
、
一
回
に
つ
き
、
生
後
六

す
貸
付
金
は
、
工

事
に
要
す
る
費
用
川
か
月
か
ら
満
三
歳
ま
で
の
人
八
十
宵

の
七
割
以
内
で
、
十
万
円
か
ら
三
十
川
満
三
歳
以
上
の
人
百
六
十
円
で
す
。

五
万
円
ま
で
で
す
o

利

率

は

年

六

分

川

校

下

一

回

二

回

場

所

F
O
四

月

間

円

償
還
は
十
年
以
内
で
、
当

初

償

還

金

山

加

積

お

日

ド

日

小

学

校

が
月
三
千
円
程
度
と
な
る
よ
う
定
め
川
天
神
お
日

5
日

小

学

校

た
期
間
、
元
金
均
等
の
二
か
月
支
払
川
西
布
施
お
日

5
日

小

学

校

い
と
な
り
ま
す
。
借
入
を
希
望
さ
れ
川
道
下
却
日

6
日

小

学

校

る
人
は
北
陸
銀
行
、

富
山
相
互
銀
行
川
片
貝
却
日

6
日

小

学

校

労
働
金
庫
の
各
支
庖
へ

6
月

初

日

(

川

住

吉

泊

日

6
日

小

学

校

金
〉
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
川

白

倉

初

日

7
日

小

学

校

川

坪

野

初

日

7
日
坪
野
分
校

l
i
l
i
-
-
-
-
r女
戸

日

刊

日

山

女

分

校

市
教
育
委
員
会
で
は
こ
川
受
け
付
け
時
間
は
午
後
1
i
2時

山

と

し

の

1
月
日
目
、
め
で
川

，

た
く
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
川

に
虫
且
た
人
を
対
象
に
、
富
山
県
川

』
色
、
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
立
山
川l
 

u
山
へ
集
団
登
山
す
る
こ
と
に
川

Z

し
ま
し
た
。
参
加
希
望
者
側

人

立

は

、

6
月
げ
日
(
土
)
ま
川

成
で
市
教
委
へ
お
申
し
込
み
川

く
だ
さ
い
。

マ
登
山
日
程
H
6
月
お
日
(
日
〉

電
鉄
川

魚
津
駅
午
前
8
時
刊
分
発
|
寺
田

l
川

千
寿
が
原
l
美
女
平
l
天
狗
平
ロ
時
川

叩
分
着

l
み
く
り
が
池
荘
で
一
泊
、

お
日
(
月
)
は
天
狗
平
午
後
2
時
発
川

!
電
鉄
魚
津
駅
着
午
後
5
時
幻
分
の
川

予

定

川

マ
会
費
H
千
四
百
円
、
ほ
か
に
米
五
合
川

持

参

の

乙

と

。

川

マ
打
ち
合
わ
せ
会
H
6
月
お
日
(
金
〉
川

午
後
5
時
か
ら
市
教
委
会
議
室
で

歩

こ

う

会

4
臼
松
倉
城
祉
ま
で

6
月
の
歩
こ
う
会
は
4
日
F

日
)
に
川

行

な

わ

れ

ま

す

。

川

今
月
の
コ

l
ス
は
、
電
鉄
魚
津
駅
か
馴

ら
パ
ス
で
北
山
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
川

松
倉
城
雌
へ
の
ぼ
り
、
鹿
熊
ま
で
や
く
川

十
キ
ロ
を
歩
き
ま
す
。
帰
り
は
鹿
熊
か
川

ら
や
は
り
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
酬

叩
分
発
の
北
山
行
バ
ス
に
乗
車
し
ま
す
酬

の
で
、

5
分
前
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
酬

さ
い
。
帰
着
は
午
後
2
時
過
ぎ
の
予
定
、川

で
す
。
中
食
お
よ
び
バ
ス
料
金
百
十
円
川

ど

持

参

願

い

ま

す

。

川

六
歳
未
満
の

日
本
脳
炎
予
防
接
種

は

じ

ま

る

結
核
予
防
接
種

昭
和
初
年
4
月
2
日
か
ら
引
年
ロ

月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

を
対
象
に
、
ツ
ベ
戸
ク
リ
ン
注
射
と

B
C
G
接
種
を
行
な
い
ま
す
。

校
下
げ
肝
心
計
一
リ
剣
劇
的
場
所

6
月

6
月

5
日

7
日

6
日

8
日

7
日

9
日

ロ
白
川
日

ロ
日
同
日

同
日
間
日

目
日
引
日

間

日

引

日

校す接三行を 受本大
下。種田な対満四国 け江町

を、い象三腸付
受毎 まに歳手 け
け年 す、から 時
る受。腸ら J 間 2120 
乙け初チ満ス は日日
と てめフ六予 午
にいてス十時 後 2322
なる受予歳担 1日日
つ人け防ま按 i 
ては る接で種 2公小 古 小小小小小企小
い一 人種 の l侍 民 学 分 鹿 学学学学学 :ヂ子
ま回はを人 館校校熊校校校校校校校
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場時日せきとるて庁直て公会県 z 
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11 ら 11 うま しめ と県意県会ひは 7 な
市 47えすはにれ 民 見 政にら 、月の
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会 303出で津ならつ要つ知ま下日空、
館分日 席、 市わ のな望い事す六に見，

ま(願多でれ 県がをてや。市 県を
で月い数次ま政りお県部 町政圃

)まおのすのを聞民長 で公衆
午す誘よ。参密きのが 県聴放
後。いう 考接し方出政 会 へ
2 合聞にに、の席 公

住
吉

天
神

西
布
施

道
下

加
積

白
倉

村
木

古
鹿
熊

経
団

山
女

松
倉

上
野
方

上
中
島

98866月 一

日日日日日回

1515151313月二
日日日日日回

22 22 22 20 20 ~三
日日日日日回
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腸
チ
フ
ス
、
結
核
、
日
本
脳
炎

予
防
接
種
と
も
次
の
よ
う
な
人
は

受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

6
月

6
月

6
月

坪
野

9
日

目

田

辺

日

大
町

9
日

目

日

お

日

接
種
場
所
は
各
小
学
校
で
、
受
け
付

け
時
間
は
午
後
1
i
2
時
ま
で
で
す
。

-
熱
の
あ
る
人
、
心
臓
血
管
系
、
腎
臓

ま
た
は
肝
臓
に
疾
患
の
あ
る
人
、
糖

尿
病
患
者
、
そ
の
ほ
か
医
師
が
接
種

を
行
な
う
と
と
を
不
適
当
と
認
め
た

病
気
に
か
か
っ
て
い
る
人
。

・
病
後
衰
弱
者
ま
た
は
い
ち
じ
る
し
い

栄
養
障
害
者
。

・
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
、
ま
た
は
け

い
れ
ん
性
体
質
の
人
。

・
妊
産
婦
。

母
親
学
級
と

離
乳
食
の
実
習

6
月
か
ら
市
と
保
健
所
が
共
催
で
、

母
親
学
級
(
毎
月
第
一
金
曜
日
)
と
、

離
乳
食
の
実
習
(
毎
月
第
四
金
曜
日
)

を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

せ
い
ぜ
い
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
母
親
学
級
H
6
月
2
日
午
後
1
時
か

ら
4
時
ま
で
魚
俸
保
健
所
で
。

こ
の
学
級
は
二
回
で
終
了
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
第
一
回
は
、

妊
娠
中
の
生
理
、
保
健
、
栄
養
、
体

操
や
無
痛
分
娩
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
が
あ
り
ま
す
。

マ
離
乳
食
実
習
N
6
月
初
日
午
前
日
時

か
ら
け
時
叩
分
ま
で
魚
津
保
健
所

魚
津
保

健
所
で
は

毎
週
金
曜
日
に
生
後
三
か
月
、
六
か

月
、
八
か
月
、
十
二
か
月
に
な
っ
た

赤
ち
ゃ
ん
の
乳
児
相
談
を
行
な
っ
て

い
ま
す
が
、

6
月
幻
日
は
都
合
で
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

お
日
の
乳
児
相
談
中
止
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ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
街
路
樹
や
庭
木
、
農
作
物
な
ど
喰
い
荒

ら
し
、
大
き
な
被
害
を
あ
た
え
る
害
虫
で
す
。
乙
の
虫
は
、
年
二

回
発
生
し
、
第
一
回
は
こ
の
6
月
上
旬
か
ら
6
月
下
旬
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、

家
の
ま
わ
り
の
木
に
注
意
し
、
も

し
被
害
を
受
け
て
い
た
ら
早
め
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

幸匝広市

か 1
ら日

津色(昭和問9月13日)
第3種郵便物認可/( 1 ) 

水

-
小
さ
い
幼
虫

H
D
E
P
乳
剤
五
O
V引

デ
イ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
千
五
百
倍
液
ま

た
は
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
水
和
剤
千
五
百

倍
液

・
大
き
い
幼
虫

H
D
E
P
乳
剤
五

O
V引

デ
イ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
千
倍
液
ま
た
は

ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
水
和
剤
千
倍
液

こ
の
薬
を
街
路
樹
ほ
ど
の
大
き
さ
の

木
に
十

t
十
五
泌
あ
て
散
布
し
ま
す
。

な
お
、
第
二
回
の
発
生
は
8
月
中
旬

か
ら
9
月
中
旬
ご
ろ
で
す
か
ら
、
第
一

回
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
防
除
し
て
く

だ
さ
い
。

道

週

間

はり農売メヤ 感姐臨慰謹磁灘EリIJ厩 マ マ
どま業し防なナ 露温蕩盛纏露盤畿彊温躍 らて庭なトを各ヲー
利すセ て 除 ど ギ 語騒騒濁露騒態懇鑓塑盤 、白木いリ見ど引
用かンいすで 、 議選醸通預滋盤議麓盟関 アくのかがま家ん
くらタまるすハ調鴎繍額摺濁臨調線描 メ 枯 葉 調 発 わ 庭 た
だ、 lす薬 0 ン リれがべ生つで二
さ薬内が剤ノ マ カ た 、 て し て は ど
い剤)、は 木ノレラフ。るよいしてりすがシ状 くみて、 退
。をに市 、 、ミ 、ラ樹 く 。て る取か密ロ態 もま、ア 毎 治
散も役市 ア 、イ タ 木喰 お か つ ら せ ヒ に の し 害 メ 朝 1iH
布用所農 カカチナはい い、て、いトな 巣ょを リ 必 し
さ憲農協 シキヂス 、荒 てす 、 静 しリつ状う 受 カずよ
れし政で ヤ 、ク 、サら くり 焼かて のてに 0 けシ 屋 う
るて課も 、キ 、ポクさ だっきにい幼 いな てロ敷
万あ(販 ウリクプラれ さぷ捨切ま虫たつ いヒ内

春
の
交
通
安
全
運
動
は
5
月
辺
白
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
市
交
通
対
策
協

議
会
な
ど
で
は
、
こ
の
運
動
の
一

つ
と

し
て
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル

を
行
な
い
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
は
、
本
江
小
学
校
鼓
笛

隊
、
東
部
、
西
部
両
中
学
校
の
プ
ラ
ス

交
通
安
全
呼
び
か
け

市

内

を

パ

レ

ー

ド

バ
ン
ド
と
事
業
所
な
ど
の
車
三
十
台
が

参
加
し
ま
し
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
標
語
を
入

れ
た
り
、
仮
装
を
こ
ら
し
た
車
は
市
内

を
ま
わ
り
、
市
民
に
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
交
通
安

全
協
会
本
江
支
部
が
優
勝
し
ま
し
た。

(
市
中
パ
レ
ー
ド
す
る
仮
装
車
)

危

:は;

:か:

り

水
道
局
で
は
乙
の
水
道
週
間
中
、
パ

ッ
キ
ン
グ
の
無
料
取
り
替
え
な
ど
行
な

う
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

マ
給
水
装
置
の
無
料
修
繕

パ
ッ
キ
ン
グ
の
取
り
替
え
、
そ
の
ほ

か
簡
単
な
般
障
に
つ
い
て
は
、
無
料

で
修
繕
を
し
ま
す
。

マ
給
水
装
置
の
調
査

い
つ
も
の
月
に
く
ら
べ
て
、
水
の
使

用
量
が
異
状
で
あ
っ
た
場
合
に
、
ご

連
絡
い
た
だ
け
ば
、
係
員
に
よ
る
給

水
装
置
の
調
査
も
行
な
い
ま
す
。

マ
水
道
に
関
す
る
相
談

新
し
く
水
道
を
取
り
付
け
し
た
い
が

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
困
っ
て
お
ら

れ
る
方
の
た
め
に
、
水
道
局
内
に
相

談
所
を
開
設
し
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
相

談
を
お
受
け
す
る
と
と
に
し
て
い
ま

す。

計
量
器
の
検
査
を
行
な
い
ま
す
の
で

該
当
す
る
計
量
器
を
お
持
ち
の
人
は
、

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計

量
器

・
工
場
、
事
業
所
、
庖
舗
、

事
務
所、

倉
庫
な
ど
で
使
用
す
る
も
の

・
病
院
、
薬
局
で
調
剤
用
に
使
用
す
る

も
の

・
供
出
米
(
お
も
に
農
協
)
や
配
給
米

農
産
物
な
ど
の
売
買
に
使
用
す
る
も

の
マ
検
査
を
受
け
な
く
て
も
よ
い
計
量
器

・
指
定
事
業
場
(
国
鉄
、
地
鉄
、
郵
便

局
、
日
カ
)
で
使
用
す
る
も
の

・
農
家
で
肥
料
の
配
合
用
に
使
用
す
る

も
の
や
家
庭
用
に
使
用
す
る
も
の

八
検
査
日
と
場
所
V

校

下

検

査

日

場

所

au日川

大

町

内

日

大

町

小

学

校

村
木

日
日

村

木

小

学

校

本
江

同
日

文

化

町

会

館

道

下

却

日

道

下

保

育

園

各
会
場
と
も
時
間
は
午
前
日
時
か
ら

午
後
3
時
ま
で
で
す
。

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計

ノ

)11 

や

池

い
子
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

水
ぬ
る
む
こ
ろ
に
な
り
ま
す
と
、
子

ど
も
の
水
死
事
故
が
例
年
多
く
な
っ
て

き
ま
す
。

最
近、

県
内
で
も
小
さ
な
子

ど
も
さ
ん
の
事
故
が
相
つ
い
で
お
き
て

い
ま
す
。

農
家
で
は
、
田
植
え
も
ほ
ぼ
終
わ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

稲
の
成
育

に
た
く
さ
ん
の
水
が
い
り
、
各
用
水
や

池
も
水
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
幼
児
の
ひ
と
り
遊
び
、

水
遊
び
は
、
非
常
に
危
険
で
す
か
ら
、

お
子
さ
ん
の
い
る
と
家
庭
で
は
十
分
に

注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
私
た
ち
周
囲
の
お
と
な
が
、

・
川
ベ
り
、
用
水
、
乙
え
だ
め
な
ど
の

近
く
で
遊
ん
で
い
る
小
さ
な
子

・
危
な
い
川
、
用
水
や
池
な
ど
で
魚
と

り
、
い
か
だ
遊
び
を
し
て
い
る
子

な
ど
を
見
た
ら
、
自
分
の
子
ど
も
と
同

じ
よ
う
に
H

そ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
遊
ぶ

の
は
危
な
い
よ
H

と
、
ひ
と
こ
と
声
を

か
け
、
安
全
な
場
所
へ
導
く
よ
う
に
い

た
し
ま
し
ょ
う。

の

検

査

量
器
で
、
検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
さ

れ
た
場
合
は
、
計
量
法
に
よ
っ
て
処
罰

さ
れ
ま
ず
か
ら
、
ぜ
ひ
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

年
金
・
恩
給
相
談
所
を

開
設

8
t
9日

国
民
年
金
制
度
は
、
老
後
の
生
活
を

若
い
人
に
た
よ
る
こ
と
な
く
、

年
金
で

豊
か
に
お
く
る
た
め
に
で
き
た
も
の
で

す
。
い
ま
で
は
、
国
民
全
部
が
年
金
に

加
入
し
て
、
老
後
に
は
、
必
ず
年
金
が

も
ら
え
る
よ
う
に
通
算
の
制
度
も
で
き

ま
し
た
。

も
し
、
年
金
に
加
入
し
な
か
っ
た
り

加
入
し
て
い
て
も
、
保
険
料
を
か
け
な

か
っ
た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
通
算
も

で
き
ず
、
将
来
み
ん
な
が
年
金
を
受
け

て
い
る
の
に
、
自
分
だ
け
が
も
ら
え
な

い
と
い
う
、
み
じ
め
な
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

県
で
は
、
乙
れ
ら
国
民
年
金
の
こ
と

や、

厚
生
年
金
、
船
員
保
険
、
恩
給
(

軍
人
恩
給
)
な
ど
に
つ
い
て
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

当
日
は
、
県
国
民
年
金
課
、
社
会
福

祉
課
、
保
険
課
、
魚
津
社
会
保
険
事
務

所
、
市
役
所
な
ど
か
ら
係
員
が
出
向
く

乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
H
6
月
8
・
9
日
午
前
9
時
叩

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

マ
場
所
H
金
屋
町
沢
井
花
広
前
付
近

「車両の通行制限「

L一一一魚津神社祭礼で」

魚津神社の祭ネしは 4日から始まり

ます。例年、たくさんの人でにぎわ

い交通の混雑が予想されますので、

魚津嘗察署では、次のように車両の

通行制限を行ないます。

砂次の区間は、4日午後4時から午

後11時まで、および 5--6日とも

午前8時から午前 O時まで車両通

行禁止になります。

・田方町交差点から下材木町興亜海

上火災前までの2n，J;道路
・荒町角口魚庖前から金屋町渡辺洋

装庖までの銀座通り と中央通り

・金屋町胞休漆器庖横から鴨川橋詰

めまで

砂文化町通りは 5日、 6日とも午後

3時から午前O時まで車両通行禁

止になります。

口
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
を
募
集

富
山
県
や
県
統
計
協
会
な
ど
で
は
、

統
計
思
想
の
普
及
向
上
と
統
計
表
現
技

術
の
研
さ
ん
に
資
す
る
た
め
、
富
山
県

統
計
、
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
l
y
を
行
な
い
ま

す
。
こ
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
か

ら
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

マ
応
募
資
格
は
県
内
に
在
住
す
る
人
で

第
一
部
H
小
学
校
の
児
童
、
第
二
部

H
中
学
校
の
生
徒
、
第
三
部
H
高
等

学
校
以
上
の
学
生
、
第
四
部
H

一
般

に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
課
題
H
各
部
と
も
自
由

マ
規
絡
H
第
三
、
四
部
は
百
三
セ
ン
チ

〕抗
×
七
十
二

・
八
セ
ン
チ
M

(
B
一

版
仕
上
寸
法
)
と
し
、

紙
質
、
色
彩

そ
の
他
の
材
料
に
つ
い
て
は
自
由

マ
送
付
先
H
市
役
所
総
務
課
、
ま
た
は

富
山
県
統
計
調
査
課
あ
て

マ
締

ω日
H
昭
和
位
年
9
月
4
日

マ
応
募
作
品
の
裏
面
に
は
住
所
、
氏
名会J

ー
予
防
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意

|

近
年
、
外
国
鶏
の
導
入
が
盛
ん
に
な

り
、
日
本
に
あ
ま
り
な
か
っ
た
病
気
が

侵
入
す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

鶏
の
伝
染
病
の
な
か
で
、
も
っ
と
も

悪
質
な
ニ
ュ

l
カ
ッ
ス
ル
病
が
、
最
近

全
国
的
に
流
行
し
、
こ
の
3
月
中
旬
か

ら
4
月
下
旬
ま
で
や
く
二
十
万
羽
が
発

病
し
て
、

養
鶏
に
大
き
な
被
害
を
与
え

て
い
ま
す
。

乙
の
病
気
に
か
か
り
ま
す
と
、
手
当

の
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
予
防
が

い
ち
ば
ん
た
い
せ
つ
な
わ
け
で
す
。

病
気
の
感
染
は
、
卵
、
空
気
、
人
、

鶏
な
ど
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
、
ま
と
ま

っ
て
発
生
し
ま
す
の
で
、
そ
の
予
防
に

十
分
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

病
気
に
か
か
っ
た
鶏
は
、
次
の
よ
う

な
症
状
を
現
わ
し
ま
ず
か
ら
異
常
を
発

見
し
た
ら
、
す
ぐ
家
畜
保
健
衛
生
所
、

家
畜
診
療
所
、
ま
た
は
農
協
へ
と
連
絡

く
だ
さ
い
。

マ
症
状

-
緑
便
を
し
た
り
下
痢
を
す
る
0

.
食
欲
が
な
く
な
る
0

・
息
づ
か
い
が
荒
く
、
せ
き
を
す
る
0

・
口
を
開
け
、
し
わ
が
れ
た
声
を
出
し

呼
吸
を
す
る
。

・
熱
が
あ
が
り
、
産
卵
し
な
く
な
る
0

.
神
経
症
状
を
現
わ
し
旋
回
す
る
よ
う

に
な
る
。

マ
予
防

・
予
防
注
射
を
受
け
る
。

・
鶏
舎
内
へ
人
の
立
ち
入
り
を
制
限
す

る。
・
鶏
舎
の
出
入
口
に
消
毒
槽
を
設
け
、

出
入
り
に
は
、
必
ず
消
毒
を
励
行
す

る。
・
異
常
鶏
は
で
き
る
だ
け
早
く、

家
畜

診
療
所
や
保
健
衛
生
所
な
ど
へ
届
け

出
る
。

・
病
気
の
発
生
地
区
か
ら
鶏
を
導
入
し

F
K
1
o
 

eん、

L
V

年
令
、
性
別
、
職
業
(
学
生
の
場
合

学
校
名
、
学
年
)
を
明
記
す
る
こ
と

住
所
、
氏
名
、
学
校
名
に
は
「
ふ
り

が
な
」
を
必
ず
つ
け
る
こ
と
。
作
品

に
は
統
計
表
を
添
付
す
る
こ
と
。

く
わ
し
い
乙
と
は
、

富
山
県
統
計
調

査
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

ぁ
ゅ
の
解
禁
近
づ
く

許

可

証

を

発

行

こ
と
し
も
待
望
の
あ
ゅ
の
シ
ー
ズ
ン

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

呉
東
内
水
面
漁

業
協
同
組
合
で
は
、
角
川
、
布
施
川
の

解
禁
を
6
月
日
日
に
予
定
し
、
午
前
4

時
に
花
火
を
打
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

同
組
合
で
は
、
6
月
1
日
か
ら
許
可

証
を
発
行
し
ま
す
が
、
料
金
は
、
角
川

布
施
川
の
各
河
川
ご
と
に
毛
針
釣
り
二

百
五
十
円
、
毛
針
と
友
釣
り
併
用
の
場

合
三
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毛
針
釣
り
を
楽
し
ま
れ
る
人

の
た
め
に
、
7
月
お
日
ま
で
友
釣
り
お

よ
び
て
ん
か
ら
網
な
ど
使
用
で
き
な
い

区
域
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
角
川

u
国
道
八
号
線
の
橋
よ
り
上
流

四
百
五
十
M
の
区
間

・
布
施
川
H
地
鉄
本
線
鉄
橋
よ
り
下
流

三
百
M
M

の
区
間

な
お
、
共
同
漁
業
権
の
な
い
河
川
で

釣
り
を
さ
れ
る
人
は
、

「
あ
ゆ
採
捕
届

出
済
証
」
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
事
業
資
金
に

七
十
五
万
円

告
固
さ
ん
か
ら
寄
付

黒
部
市
堀
切
新
吉
田
政
裕
さ
ん
、
吉

田
照
子
さ
ん
の
兄
姉
か
ら
5
月
2
日
社

会
福
祉
事
業
資
金
に
使
っ
て
ほ
し
い
と

七
十
五
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
協
議
し
て
社
会
福
祉
事
業
資
金

の
一
部
に
あ
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

寄

付

一

万

五

千

円

村

木

佐

藤

勇

五

千

円

上

村

木

立

花

義

治

五

千

円

本

江

森

田

利

一

香
典
返
し
の
一

部
を
社
福
援
護
金
と

し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
時
の

.幼
虫
は
、
集
団
性
が
あ
り
、

最
初
の
葉

行
一
を
食
べ

て
し
ま
う
と
つ
ぎ
の
葉
に
移
動

発
一
し
、
糸
を
吐
き
、
葉
を
ま

日
一
と
め
て
巣
を
つ
く
り
、
そ
温
嚇

nυι
ヘ
凶
明

1
一
の
な
か
に
群
せ
い
し
、
葉

島

断

鷹

町

a
-
-
|

月

一

を

食

べ

ま

す

。

幽

臨
盟
強

制
一
防
除
の
方
法

掴

盤

2
一
防
除
の
コ
ツ
と
し
て

趨
鵬
劇
湖
周

M
一
・
発
生
当
初
の
群
せ
い
し

鶴
隣
組
閣

章
一
て
い
る
巣
を
枝
葉
と
も

賜

瀦
鶴
棚
田

昭
一
静
か
に
切
り
取
っ
て
、

感
麟
盤
園

一

焼
き
捨
て
る
か
、
足
で
帽
j
!
i

一

す
り
つ
ぶ
す
と
と
が
も
っ
と
も
効
果

一

的
で
す
。

一
・
発
見
が
お
く
れ
、

群
せ
い
し
て
い
る

一

時
期
が
過
ぎ
ま
す
と、

巣
か
ら
出
て

一

分
散
し
、
い
よ
い
よ
猛
威
を
ふ
る
い

一
ま
す
。
と
の
頃
に
な
り
ま
す
と
、
薬

一

剤
に
よ
る
防
除
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

一

散
布
薬
剤
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

一
あ
り
ま
す
。

一
マ
使
用
薬
剤
の
種
類
と
濃
度

第
九
回
水
道
週
間
が
6
月
1
日
か
ら

7
日
ま
で
全
国
い
っ
せ
い
に
実
施
さ
れ

ま
す
。水

道
週
間
は
、
健
康
を
守
り
、
生
活

を
豊
か
に
し
、
産
業
を
起
こ
し
、
消
火

に
活
躍
す
る
水
道
を
理
解
し
、
普
及
促

進
を
は
か
ろ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

清
浄
で
豊
富
な
水
を
家
庭
に
、
臓
場

に
、
学
校
に
、
ま
た
工
場
に
送
り
と
ど

け
る
水
道
は
、
使
っ
た
人
た
ち
か
ら
集

め
る
水
道
料
金
で
ま
か
な
わ
れ
、

運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
建
設
費
か

ら
維
持
管
理
費
ま
で
、
水
道
料
金
で
ま

か
な
わ
れ
る
H

独
立
採
算
制
H

な
の
で

す。
と
こ
ろ
で
日
本
の
水
道
普
及
率
は
、

六
九
・
四
軒
(
昭
和
引
年
3
月
末
現
在
)

で
、
よ
う
や
く
先
進
国
に
近
づ
き
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
都
市
は
八

O
折
、
町

四
八
折
、
村
三
六
軒
と
な
っ
て
お
り
、

郡
部
の
遅
れ
が
目
だ

っ
て
い
ま
す
。

本

市
の
給
水
一
戸
数
は
、
乙
と
し

の
4
月
末
現
在
、
簡
易
水
道

を
含
め
て
五
千
五
百
三
十
戸

普
及
率
は
や
く
六

O
軒
で
、

全
国
都
市
の
普
及
率
に
く
ら

べ
て
、
ま
だ
低
い
と
い
え
ま

し
ょ
う。

給
水
装
置
の
修
繕

な
4

ど
無
料
で

食
用
稚
ご
い
を

県
で
は
、
食
用

稚
ご
い
の
あ
っ
旋

あ
つ
旋

を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
購
入
希
望
者
は
6
月
5
日
(
月

)
ま
で
、
水
族
館
内
商
工
水
産
課
水

産
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
価
格
H
体
長
三

・
五
セ
ン
チ
抗
の

も
の
一
尾
一
円
十
銭
、
四
・
五
セ

ン
チ

M
の
も
の
一
尾
一
円
六
十
銭

マ
乙
の
稚
ご
い
を
放
養
す
る
場
所
は

公
共
用
の
た
め
池
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

マ
配
布
H
6
月
却
日
ご
ろ

な
お
、
色
稚
ご
い
は
、
別
に
あ
っ
旋

し
て
お
り
ま
す
。
一
尾
六
円
程
度。

県
で
は
、
二

級
建
築
士
試
験

を
7
月
泊

・
初
日
に
県
立
富
山
工
業

高
校
で
行
な
い
ま
す
。

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
6
月
5

日
(
月
)
ま
で
富
山
県
土
木
部
建
築

住
宅
課
へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
な
ど
は
同
課
に
あ
り

ま
す
。

こ
級
建
築
士
試
験

富
山
県
内
職
公

共
職
業
指
導
所
で

は
、
6
月
却
日
(
火
〉
午
後
1
時
か

ら
午
後
3
時
叩
分
ま
で
市
民
会
館
で

内
職
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
内

職
を
や
っ
て
み
た
い
人
、
内
職
に
つ

い
て
の
相
談
な
ど
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

内
職
巡
回
相
談

県
身
体
障
害
者

身
体
障
害
者
の

更
生
相
談
所
で
は

巡
回
更
生
相
談

身
体
障
害
者
の
補

装
具
、
職
業
、
医
療
な
ど
の
相
談
や

更
生
す
る
た
め
の
助
一一一一
口や
指
導
す
る

巡
回
更
生
相
談
会
を
次
の
よ
う
に
ひ

ら
き
ま
す
。

マ
日
時
H
7
月
5
日
(
水
〉

午
前
9

時
叩
分
か
ら
午
後
3
時
初
分
ま
で

マ
場
所
H
市
役
所
第
二
会
議
室

県
で
は

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

消
費
者
の
嵐

を
募
集

見
を
行
政
面

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
消
費
生
活
毛

ニ
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
そ
の
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
6
月
7
日
(
水
)
ま
で
、
市

役
所
商
工
水
産
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

・
委
嘱
期
間
H
来
年
3
月
末
日
ま
で

0

.
仕
事
H
五
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

す
る
。
二
回
の
研
修
会
に
出
席
。

国
県
市
が
行
な
う
消
費
生
活
に
関
す

る
施
策
に
つ
い
て
意
見
を
の
ベ
る

0

.
謝
机
H
三
千
円
と
研
修
会
費
用
弁
償

八
日
曜
日
の
当
番
医

V

4
日
H
扇
谷
医
院
②
1
0
8
2

什
日
H
深
川
医
院
①
0
7
4
5

日
日
H
芝
山
医
院
①
0
2
1
8

お
日
H
宮
元
医
院
①
1
3
9
3


